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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，外国語教育研究における現在の方法論的主流である実験室ベースの
研究（laboratory-based research）に対する代替法のひとつとして，市民科学（citizen science）としての外
国語教育研究のあり方を社会に提案することであった。本研究では，外国語教育研究に対して市民科学を有効に
応用するためには，日頃発生する学習者の学習履歴や学習者の生活に関する経験サンプリング法から得られるデ
ータに対して，数理モデリングを応用することが有効であるとの期待の下，英語を学ぶ大学生を対象とした学習
履歴，経験サンプリング，そして学習成果に関する数理モデリングの応用事例を提案した。

研究成果の概要（英文）： The purpose of the present study is to propose a new research method based 
on citizen science as an alternative to laboratory-based research, which was considered to be the 
current methodological mainstream. 
 In this study, we proposed a model case of the application of mathematical modeling to online 
learning logs, experience sampling, and learning outcomes of Japanese university students studying 
English, based on the expectation that the application of mathematical modeling to data obtained 
from experience sampling methods regarding learners' learning behaviors and learners' daily lives is
 the key to the effective application of citizen science to foreign language education research.

研究分野：外国語教育

キーワード： 市民科学　経験サンプリング　数理モデリング　データ分析　学習履歴　生態学的瞬間評価

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は，この研究形態としての市民科学を実現させるための第一の技術的足がかりとして，経験
サンプリングと数理モデリングという，ふたつの新技術の連携に着目した点である。次に，社会的意義は，学習
者の科目内学習状況を市民科学のモデルケースとして取り上げ，具体的に経験サンプリングと数理モデリングが
どのように有機的に連携し，それがどのように市民科学としての新しい外国語教育研究の礎となるかを示したこ
とである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 従来より，国内における外国語教育研究は方法論的規範に対して学際的な特徴を備えるもの
の，統計上の大多数は実験室ベースの研究（laboratory-based research）が占めている状況であ
った。しかしながら，外国語教育の実践は，いうまでもなく実験室にて実施されているものでは
なく，本質的に実験室環境と教育実践の乖離，すなわち生態学的妥当性に問題を抱えていると考
えるほかない。 

 本研究では，第一に，教育実践をデータの発生源と捉え，現在の情報処理技術を駆使すれば，
日頃から莫大な量を伴って発生し続ける教育実践のデータを外国語教育研究において利用する
ことは不可能ではないと考えた。より具体的に，現在小型化・高性能化が目まぐるしい情報端末
とクラウドデータを使用し，さらに適切な数理モデリングを応用すれば，従来の主流であった実
験室ベースのデータ量を遥かに凌駕することは明確であり，加えて生態学的妥当性の問題を解
決することができるとの着想に至った。 

 このような技術的観点に関して，より広範な視点を取れば，それは従来一部の実験室ベースの
研究者のみが担っていた役割を，緻密な実験室環境を持たない多くの言語教師，学習者自身，そ
して市民全体が研究に参画するという，市民科学（citizen science）のコンセプトは，外国語教
育研究との親和性が高いと指摘できる。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，外国語教育研究における従来の方法論的主流である実験室ベースの研究
（laboratory-based research）に対する代替法として，市民科学（citizen science）または参加
型アクションリサーチとしての外国語教育研究のあり方を，いくつかのモデルケースとともに 

社会に提案することである。 

研究では，この研究形態としての市民科学を実現させるための第一の技術的足がかりとして，
経験サンプリング（experience sampling method; ESM）と数理モデリングという，ふたつの新
技術の連携に着目する。教師による授業内英語使用と学習者の科目内学習状況を，市民科学のモ
デルケースとして取り上げ，具体的に経験サンプリングと数理モデリングがどのように有機的
に連携し，それがどのように市民科学としての新しい外国語教育研究の礎となるかを示す。 

 

３．研究の方法 

本研究は，経験サンプリングと数理モデリングを融合させる方法論を整備することによ
り，非研究者が主体的にデータ収集とデータ解釈の過程に参画できるということを示す。ま
ずは，具体的に 2 件のモデル事例を題材とした。 
 
【モデル事例 1】 
教師による授業内英語使用（参画者：授業者）：教師による授業内英語使用がもたらすで

あろう成果は，政策上の重要な観点であるばかりでなく，世論の関心でもある。これを題材
にし，外国語教育の担い手としての授業実践者と協同し，授業内における経験サンプリング
によって，授業内英語使用率の時系列データを取得し，隠れマルコフモデルや変化点検知モ
デルを使用してより解釈が容易なデータへ集約できることを示す。 
 
【モデル事例 2】 
学習者の科目内学習状況（参画者：学習者）：週数回から一日数回程度，特定の科目に対

する予習，復習，教材の使用などをスマートフォンアプリを通じた経験サンプリングをおよ
そ 1,000 人弱に対して実施し，具体的な学習行動の時系列推移をモデル化し，どのように学
習成果と結びつくかを明らかにする。本研究が，最終的な目標とする範囲は，モデル事例 1
において，日頃の教育実践に際して，「英語をどの程度使用したか」といったモデル事例 2
においては，学習者自身が自身の学習状況を定期的に回答するという協力によって，それぞ
れが研究の過程であるデータ収集に主体的に参画でき，さらに数理モデリングによって，参
画者のそれぞれがデータ解釈に寄与することができることを示すことである。 
 
４．研究成果 
 2020 年度より，新型コロナウイルス感染症感染拡大に伴って，多くの教育機関において対面
授業からオンライン授業へと授業形態の変更があったことに伴い，対面授業における教師によ
る英語使用に関するモデル事例については，研究実施に対して大幅な変更が余儀なくされた。し
かしながら，モデル事例 2 について，草薙他（2018），草薙他（2020）として査読付き論文など
において研究成果を発表することができた。ここでは，本研究プロジェクトにおける最も主要な
成果である草薙他（2020）に関して記述する。 
 
 



【研究対象】 
 モデル事例 2 に相当する本研究の参加者は，著者の当時の勤務大学における英語科目の履修
生 932人である。 
【対象データ】 

 本研究では，情報機器（スマートフォン）を使用して，経験サンプリングの要領によって，英

語学習履歴に関する 7 項目，また生活状況（ライフログ）に関する 4 項目の回答を 3ヶ月間，全

10 時点モニタリングした。 

【モデリング】 

 最初に，この比較的な大規模なデータ構造を縮約するため，２次元 2母数ロジスティクモデル

を適用することによって，学習履歴および生活状況に関する 2 つの潜在得点に集約した（図 1）。 

 

 
図 1. ２次元 2母数ロジスティクモデルによる潜在得点の集約（草薙他, 2020, p.312） 

 

 その後，これら 2つの潜在得点に関して，定常の確率過程となるモデルを構造方程式モデリン

グおよび成長曲線モデルの要領によって構築し，フィットさせた（図 2）。 

 

 
図 2. 学習履歴と生活状況の時系列モデル 

 

【結果】 

 このモデルによって，それぞれ各時点における学習履歴と生活状況は，個人の特性値を中心と

したホワイトノウズとみなせるものの，経時的に後者から前者に対する影響があることがわか

る。また，個人の特性値は，当該期間における学習成果（TOEIC得点）を予測することがわかっ

た。 

 このような発見は，学習者自身が研究に主体的に参画することによってなされるという点に

おいて，市民科学のコンセプトに従うものであり，同時に，主に情報機器を使用した経験サンプ

リングと数理モデリングという技術の組み合わせが，今後の外国語教育研究において重要とな

ることを示唆するものである。 

 今後の展望として，昨今環境整備が著しい小学校～高等学校における追行事例や，本研究の発

見に基づく web アプリの開発による社会実装が必要となるであろう。本研究の意義として，経験

サンプリングおよび数理モデリングの応用によって，外国語教育研究における市民科学のモデ

ル事例を示すことによって，研究方法論上の発展と教育実践の変化を予期することができた点

を挙げる。 
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